
東北地方 3 か月予報（8～10 月）の解説
平成 11年 7月 19日　仙台管区気象台

1．予想される天候
（1）3か月平均気温の予想される各階級の確率(％)

東北地方 20 30 50

気候的出現率 30 40 30

低い 平年並 高い

3 か月平均気温の各階級の確率

［概要］

　8～10 月の 3 か月平均気温は、「高い」の可能性が最も大きく、その確率は 50％です。「平年並」の可
能性が次に大きく、その確率は 30％です。「低い」の可能性は小さく、その確率は 20％です。

（2）可能性の大きな天候の特徴

8 月 9 月 10 月

気圧配置
太平洋高気圧に覆われる。

一時寒気が南下する。

低気圧や高気圧が数日の

周期で通過する。

前半を中心に太平洋高気

圧に覆われる。

低気圧や高気圧が数日の

周期で通過する。

天　　気

平年と同様に晴れる日が

多いでしょう。一時寒気が

南下し、曇りや雨の日があ

る見込みです。

天気は周期的に変化しま

すが、前半を中心に晴れる

日が多いでしょう。

天気は周期的に変化し、平

年と同様に太平洋側では

晴れる日が多いでしょう。

気　　温 平年並 高い 平年並

降 水 量 平年並 平年並 平年並

　なお、8～10 月の 3 か月間の降水量は「平年並」の可能性が大きいでしょう。

＜参考資料＞

平年のおおよその天気出現割合（％）

8 月 9 月 10 月
日本海側 太平洋側 日本海側 太平洋側 日本海側 太平洋側

晴れの日（日照率 40％以上） 62 55 53 49 52 61
雨の日（日降水量 1mm以上） 31 33 42 39 41 29
注：季節予報では、「日降水量 1mm 以上の日数」、「日照率 40％以上の日数」を雨の日、晴れの日の目
安として用いている。この 2 つの事象は同じ日に起こりうるため、両方に数えられる日もある。日照率
は、1 日の日照時間を可照時間（日の出から日の入りまでの時間）で割った値である。

2．前回（6 月 2 1 日）発表の 3 か月予報からの変更点
　9 月　気　温：　平年並　→　高い
　9 月　降水量：　少ない　→　平年並



3．最近の天候経過と循環場の特徴
（1）最近の天候経過

東北地方における7月の平均気温、降水量、日照時間

7 月（18日まで）：上旬は、初め低気圧や梅雨前線の影響
で全般に曇りや雨となった。その後は、北からの高気圧に

覆われ、南部では晴れの日が多かった。北部は、北からの

寒気の影響を受け、南部に比べると気温が低く、日照時間

も少なかった。

　中旬は、初め低気圧が東海上をゆっくり北上したため、

太平洋側でまとまった雨となったが、日本海側では北部を

中心に晴れた。その後も、日本の南海上に発生した弱い熱

帯低気圧がゆっくり北東に進んだため、太平洋側を中心に

大雨となり、各地で土砂災害や浸水被害等が発生した。

　気温は、上旬北からの寒気の影響で平年を下回ったが、

平年並だった。中旬は南から暖湿な気流が流れ込み、日本

海側北部を中心に平年を 3℃前後上回った。降水量は、中
旬に低気圧や熱帯低気圧の影響を受けた太平洋側で平年

を大きく上回った。日照時間は平年を下回った。

（2）中・高緯度の循環
7 月：日本の北には優勢な高気圧があって、地上ではオホ
ーツク海高気圧が現われやすかったことに対応している。

一方、本州中部から低緯度にかけ広い範囲で負偏差とな

っており、南の太平洋高気圧が全般に弱かったことに対

応する。中旬頃には日本の南海上で弱い熱帯低気圧が発

生した。

東北地域半旬経過図

7月１～18 日平均 500hPa 天気図
等値線間隔 60ｍ

陰影部は平年より高度が低い領域



（3）熱帯太平洋の状況
　6 月のエルニーニョ監視海域（北緯 4 度～南緯4 度、西経150 度～西経90 度、下図中太枠）の海面水

温偏差は、-0.6℃であった。

　太平洋赤道域の海面水温は、東経 155 度から東のほぼ全域で平年より低く、日付変更線から西経 120

度にかけて-0.5℃以下の負偏差が見られた。一方、東経 155 度以西では平年より高く、東経 140度付近

では+0.5℃以上の正偏差が見られた。

　6 月の南方振動指数は+0.1 であった。

（南方振動指数は貿易風の強さの目安であり、正（負）の値は貿易風が強（弱）いことを示す。）

　太平洋熱帯域の大気・海洋のラニーニャ現象時の特徴は次第に弱まり、エルニーニョ監視海域の 4 月

の海面水温偏差の 5 か月移動平均値は-0.4℃となって、昨年秋に始まったラニーニャ現象は今春に終息

した。ただし、衰弱の変化は緩やかで、今後もエルニーニョ監視海域の海面水温は平年よりやや低めに

経過すると考えられる。

1999 年 6 月の海面水温図（上）及び平年偏差図（下）
　海面水温図の太線は 5℃毎、細線は 1℃毎の、平年偏差図の太線は 1℃毎、細線は 0.5℃毎の等値線を

示す(平年は 1961～90 年の 30年平均値）。



エルニーニョ・ラニーニャの定義

　気象庁では、「エルニーニョ監視海域の月平均海面水温偏差の 5 か月移動平均が+0.5℃以上の月が、6

か月程度継続した場合」をエルニーニョ現象と定義しています。また、反対側の現象をラニーニャ（La

Nina：スペイン語で女の子の意味）と呼んでおり、基準はエルニーニョの逆になっています。

エルニーニョ監視指数

1998 年 1999 年
エルニーニョ監視海域

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 ６月

月平均海面水温（℃） 25.3 24.5 23.9 23.8 24.1 23.8 24.2 25.5 26.8 26.7 26.4 25.5

平年偏差（℃） +0.1 -0.1 -0.7 -0.8 -0.5 -1.1 -1.2 -0.7 -0.1 -0.4 -0.2 -0.6

5 か月移動平均（℃） +0.2 -0.3 -0.4 -0.6 -0.8 -0.8 -0.7 -0.7 -0.5 -0.4

南方振動指数 +1.5 +1.0 +1.0 +1.2 +1.0 +1.5 +1.5 +0.8 +0.8 +1.8 +0.3 +0.1

注：海面水温の平年値は、1961～1990 年の 30年平均値である。

4．その他
　立春から数えて「二百十日（９月１日頃）」、あるいは

「二百二十日」にあたる日は、台風を警戒する日とされ

ています。台風の月別発生数や接近数は統計的には 8 月
が最も多いのですが、9 月の台風は勢力を保ったまま日
本を縦断するようなコースをとることが多く、過去に大

きな被害をもたらした室戸台風（昭和 9 年）、枕崎台風（昭
和 20 年）、カスリーン台風（昭和 22年）、洞爺丸台風（昭
和 29 年）、伊勢湾台風（昭和 34 年）は、いずれも 9 月
に上陸または接近しています。これは、9 月になると太
平洋高気圧が東に後退し、図のように南海上から放物線

を描くように台風が日本付近を通ることが多くなるから

です。

　昨年の台風の年間発生数は観測史上最少の 16 個（平年
27.8 個）でしたが、9 月は 5 個の台風が発生（平年 5.2
個）、うち 3 個が上陸（平年 0.8個）し、各地で被害が発
生しました。

　日本付近に秋雨前線が停滞しているときには、台風の

接近により前線活動が活発となることがあり、台風の中

心がまだ南海上にある場合でも、大雨や洪水に対する注意が必要です。台風の接近前から雨が降り続い

ていた場合には、土砂災害が起きやすい状態になっていますので、各地の気象台が発表する最新の台風

情報や注警報をご利用の上、一層の警戒をお願いします。

台風発生数
年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

1990 1 1 1 3 4 6 4 4 4 1 29（0）

1991 2 1 1 1 4 5 6 3 6 29（0）

1992 1 1 2 4 8 5 7 3 31（+）

1993 1 1 4 7 5 5 2 3 28（0）

1994 1 1 2 7 9 8 6 2 36（+）

1995 1 1 2 6 5 6 1 1 23（-）

1996 1 1 2 5 6 6 2 2 1 26（0）

1997 2 3 3 4 6 4 3 2 1 28（0）

1998 1 3 5 2 3 2 16（-）

1999 2 1

平年値 0.6 0.2 0.4 0.7 1.1 1.9 4.2 5.5 5.2 4.0 2.7 1.2 27.8

注：右端列の（）内の記号は、発生数のランクを示す。

-：少ない（24 個以下）　0：平年並（25～30 個）　+：多い（31 個以上）


